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paramita (波羅蜜)の 語源 ・語義 について

阿 理 生

[1]paramitaは,諸 種 の いわゆ る 『般 若経(Prajnaparamita)』 群 にお け る最 も

重 要 な術語 の一つ で あ り,『 般若経』 理解 の根 幹 に関わ る..そ の語 義 について は

諸説 があ るが,文 献学的 に必 ず しも充分な吟味 を経 ないまま今 日に至 ってい る1).

本 稿 では,従 来 の諸説 を再 検討 し,別 の新 たな視点 か ら 『般若経』 に即 してpara-

miteの 語 義 の真相解 明を試 みたい と思 う.

[2]現 在 までのparamitaに 関 す る語源 ・語義の説 は概 ね次 の三種 に大別 され る.

(1) pararn + i (< •ãi) + ta [彼 岸 ・究極 に 行 くこ と,～ に 到 る こ と]

(2a) param + ita (pp. < •ãi ) + ta ; (2b) pararn + ita (pp. < •ã i) > f.

[彼 岸 に到つていること・状態]

(3a) parami (f. < parama) + ta; (3b) parami (< parama + in) + ta

[最 高 たること,完 成の状態,完 全性]

(1)  ‚Í, Haribhadra ‚Ì Abhisamaylamkaraloka に見られる,文法学を援用した語源

解 釈2)で あ る.(2a)は, Bohtlingk und Roth : Sanskrit Worterbuch の説であ る.

M. Monier-Williams : A Sanskrit-English Dictionary は 疑問符付 きで採用 してい る.

白石 眞道氏,干 潟龍祥博 士 は独 自の理 由で採 用す る3).(2b)は,-itaと い う過 去

分詞形がそのまま女性名詞化 したとする説で E. Burnouf の 著4)に 見 られ る.な お

(2a)と(2b)は 共 に -ita を PP.<√iと み な す も の で,古 く は Candrakirti ‚Ì Ma-

dhyamakavatara の記述 中5)に 認 め られ る.(3a)は, R. Childers : Dictionary of the

Pali Language, T.W. Rhys Davids and W. Stede : Pali-English Dictionary, F. Edgerton

Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary ‚â E. Conze 6) 等の説 であ る.そ の場 合,Paliの

parami ; parami ‚Æ paramita (Pali ‚Æ Skt.
は同形)と は同義語 とみ なされて いる.(3b)

は,水 野弘元博士の論文註記7)に 見られる.

paramita の漢訳 「度」 や 「到彼岸」, Tib.訳pha ro1(tu)phyin pa について は,上

記語源説の中(1)と(2)の いずれに基づいた訳語 とみなすか意見が分かれる8)に

しても,大 多数の研究者 はそれらの訳語を通俗語源解釈に基づ くとみなし,(3)
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l03)paramita(波 羅 蜜)の 語 源 ・語 義 につ いて(阿)

の説 こそSkt.文 法 にか なった本来 の意味だ と見 る.し か し果 た してそ うであろ う

か.『 般若 経』本 文 の趣 旨にか な って いるので あ ろ うか.以 下,現 存 『般若 経』

類 の中,最 古形 を示すAstasahasrika P(『 八 千頌般若』[AP])並 び に漢訳 『道行般

若経』の文脈 に即 した検証 を要す る.

[3]paramitaは 大 乗(mahayana)と 関連 す るので,ま ず大乗 を明かす箇所 を見 て

み よう.

(a)「…… 『世尊よ.こ のように菩薩大士は,大 甲冑を着けていて大乗で出立し大乗に乗

り込んでいる.そ の大乗とはどれ(katama)で すか.ど んなふ うにしてそれは出立 してい

ると知 られるべきですか.ど こからその大乗は出ていくのですか,ど こを通ってその大

乗は出立 しているのですか.ど こにその大乗は とまるのですか.だ れがこの大乗によっ

て出ていくのですか.』 このように問われて,世 尊はスブーティ尊者にこのことを言わ

れた.『 スブーティよ.大 乗 とはこれは量 られない(大 きさの乗 り物)の 別名である.ス

ブーティよ.量 られないものとは量るものさしがない(apramana)9)か らである.ス ブー

ティよ.次 のように汝は問うた.〈 どんなふ うにしてそれは出立 していると知られるべき

か.ど こからその大乗は出ていくのか.ど こを通ってその大乗は出立しているのか.ど

こにその大乗はとまるのか.だ れがこの大乗によって出ていくのか.〉 と.諸 のパーラミ

ター[p1.]と ともに出立 している.三 界に属するものから出てい く.舵(aiambana)が

[取られる]そ こを通って出立 している.一 切智の所で とまる.菩 薩大士が出ていく.…

…」(AP
,Vaidya ed.,p.ll,1.31-p.12,1.9;『 道行』大正蔵8,pp.427c-428a)Io)

こ こ には,菩 薩大 士が大乗 とい う巨大 な乗 り物 に乗 って,三 界に属す る所か ら

出発 し一切智 に到 り着 くとい う趣 旨がみ られ る.大 乗 は出発地 か ら到着地 に至 る

までの道程 を経 て行 く乗 り物で ある ことは明 らかで ある.そ して次の叙述が注意

され る.

(b)「…… 『世尊よ.こ のスブーティ尊者は智慧パーラミターに関 して求められているの

に,大 乗を説明すべきだと考えています.』 そこでスブーティ尊者は世尊にこのことを

申上げた.『 世尊 よ.私 は智慧パーラミターを過ぎて大乗を語つたのではありません.』

世尊は言われた.『 スブーティよ.そ の通 り(語 ったの)で はない.ス ブーティよ.大 乗

を説 くことは,智 慧パーラミターに随順していることだ11).』」

(AP,p.12,11.25-28;『 道行』p.428a)

こ こで の大乗 は実質 的に智慧パ ーラ ミターであ ると知 られ る.引 用(a)の 中 に,

大 乗 は 「諸 のパ ー ラ ミター とともに出立 して いる」 とあ るか ら,智 慧 を含 む六つ

のパ.一ラ ミターは出発か ら到着 までの全道 程 に関わ つてい るので あつて,決 して

到着地 た る一切智 のみ に関係 す るのではな い.し たが つて,paramitaに は,語 源
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(104) paramita(波 羅蜜)の 語 源 ・語 義 につ い て(阿)

説 中の(3)の 説 の 〈最高 ・完成 ・完全〉 とい う意味 は全 く当て はまらない12).(2)

の 説 も 〈到 って いる状態〉であれば,(3)の 説 と同様 に該 当 しない .そ れでは残 る

(1)の 説 が再考 され るべきか.そ れ とも全 く別 の語 義分解 が可能 であろ うか.

[4]そ の点 につ いて,『 大智度論 』にお ける次の記述 が有効 な手掛 りとな ろう.

(c)「問 日.云 何名檀波羅蜜満.答 日.檀 義如上説.波 羅(秦 言彼岸)蜜(秦 言到).是 名

渡布施河得到彼岸.… …」(大 正蔵25,p.145a)

こ こ に,波 羅蜜 の語 を波羅 と蜜 とに分 け,波 羅 を彼岸 に,蜜 を到 に当て る.E.

Lamotteの 仏 訳13)で は,そ の 「蜜 」 をmiと 記 すが,『 大 智度論 』で はparamitaは

例 外 な く波羅蜜 で訳 し波 羅蜜 多 としない14)か ら,「 蜜」 はmitaの 可 能性 が大 きい.

い ずれ にせ よ,こ の箇 所か ら得 られ る重要 な知 見 は,paramita<波 羅(彼 岸para)

+蜜(到mi[-ta])と い う語 義分解 であ る15).こ こか ら二種 の読 み が導 かれ る.

(1)para+mi(<√ma)+ta,(II)para+mita(pp.<√ma)>f『 大 智度論』 自

身は(II)に 依 る ことが他 の箇所か ら検証 され うる(こ の件 につ いては紙幅 の都

合 で別稿 に譲 る).し か しparamita本 来 の語義の探求にはむ しろ(1)のpara+mi

(<√ma)+taが 注 目され る.複 合語 の後分が動詞語根で ある場合,弱 化 した語根

の形 が用 い られ る(例para-ga[<√gam]).para-miのmiも√ma(は か る;横 切

る,渡 る)の 弱形16)に 違 いない.そ れ によれば,paramiと はpara+miで 「彼 岸

に渡 る(も の)」 を意 味す る.す でに見 た[3]の 資 料(a)(b)で,大 乗 と智 慧

パ ー ラミター とは本質 的に相違 しないか ら,yanaと してのparamiと は 〈彼岸 に渡

る乗 り物 として の船〉 であ る.漢 訳 「波羅蜜」 も,海 上 を行 く船,し か も商船 を

イメ._ジ した巧み な音写語 の ように思われ る(波 は海上 を,羅 は絹 の うす ぎぬ,

蜜 は蜂 蜜[と もに貿易 商 品]を 意味 す るで あ ろ う)17).な お そ こにお け るyana

(乗)が 陸上 の乗 り物で な く,洋 上 を行 く船で あ るこ とは,[3]の 資 料(a)の 叙

述 やその中のarambanaの 語18)が 船 の舵(<[船 尾 か ら]垂 れ下が るもの19)<a√

ramb=√lamb)と 推 定 され る ことな ど20)か ら,疑 う余地 はないで あろ う.parami

とは実 にそのよ うなyanaで あ った.

[5]そ れ で はparamitaの-taは 何 を意味す るのであろ うか.そ れは上記語源説(1)

(2)(3)で は 抽象名詞 の接尾辞 とされ るが,異 な る解釈 がすで に古典的 に存在 し

ていた.世 親 のAbhidharmakosa-bhasya に はparamitaに 関 し簡潔 な説明が ある.

(d) svasyah sampadah paragamanat paramitah.(Pradhan ed.,p.267,11.19f)

この 箇所 を真諦訳 『阿毘達磨倶 舎釈論 』 には,「 此六 云何名波羅 蜜多.由 至 自

圓徳 際故.復 次波 羅摩者 謂菩薩 最上 品故.是 彼正 行,名 波 羅美(眠 履反)[para-
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(105)paiamita(波 羅 蜜)の 語 源 ・語 義 に つ い て(阿)

mi].是 彼 正行聚,名 波羅美多[paramita(h)].互 不相 離故 」(大 正29,P.249c)の

よ うに原 文 にな い説 明 を交 えて訳 出 す る.こ こに,paramiの 「聚(あ つ ま り)」

がparamita(h)[pl.]だ と して,-taが 抽 象名詞 の接尾辞 ではな く,集 合名詞 の接尾

辞(cf.Panini,4.2.43)で あ るこ とを示唆 してい る.「 波羅蜜 多」,「波羅美多」 と

して-taに 「多」 の字 を当てたの も音写 に集合 的な意味 を込 めた訳語 と評 しうる.

-taは こ の ように集合 を表 わす接尾辞 だ とすれ ば,paramitaと は,〈 彼 岸 に渡 る船

(parami)の 集 団すなわ ち船 団〉 とい うこ とになる.層とす れぼ,上 引の世親釈原文

は次の よ うに試解 でき よう.「 彼岸 に行 くか ら,自 らの もの[船 団]に 属す る連合

(集 合)[Nom.pl.f.]が,paramitah[pl.](彼 岸 に渡 る船 団)で あ る」21)と.な お

-taが 集 合 を表わ す場合,通 常 は単数[sg.]で あ るの に,集 合 内の要 素が意 識 さ

れた集 合は複 数[pl.]表 示 とい う区別が注意 され る.

[6]そ れ で は さらに,智 慧 を含む六 つのパー ラ ミター の意 味が究明 され るべ き

であ る.ま ず智 慧パー ラミター と五パー ラミター との関係 を見 てみ よう.

(e)「また世尊よ.智 慧パーラミター[以 下p° と略称](の 後)に ついて行きつつ,智 慧p°

(のなす通 りに)あ らしめ(=習 い)つ つある菩薩大士は色 ・形に執われるべきでありま

せん.受 ・想 ・行 ・識に執われるべきでありません.そ れはなぜか.も し色 ・形に執わ

れるならぼ,色 ・形の発生にっいて行 くのであって智慧p° について行 くのではありませ

ん.… …それはなぜか.発 生について行 く者は智慧pを 受け容れることな く,智 慧p° と

の[船 団 としての]結 合(yoga)に 入 ることもな く,智 慧p° に向かって[隊 形を]整 え

そろえる(paripiuayate)こ ともないからです.(彼 は)… …一切智に進み出ることはない

でしょう.」(AP,p.4,1.25-p.5,1.1;『 道行』p.426a)

(f)「このようにまたシャーリプ トラ尊者よ.菩 薩大士は智慧p° について行 きつつ一切智

に近 くなる.」(AP,p.6,11.13f;『 道行』p°426c)

資 料(a)(b)(e)(f)か らすれ ば,智 慧p°(大 乗)は 他 の五p° と共 に船 団 を組

み,そ の先頭 を行 き,五Pは 智慧P° の後 を,注 意 をそらす こ とな く智慧P° の操

船 に習 ってついて行 くとい う関係 が見 て とれ る.智 慧 に主導 され る布施 ・持戒 ・

忍辱 ・精進 ・禅定 の構 図が,洋 上 を航行 して 目的地 に向か う大船 団の編成 と相重

な ってい る.paramita(彼 岸 に渡 る船 団)は,布 施 等 の六 つ に とって まさ し く比

喩(暗 喩)と なってい るこ とが知 られ よう.

比 喩 としてのparamita(彼 岸 に渡 る船団)を 後分 とす るdana-pな い しprajna-p°

は,Karmadharaya複 合 語 で あ り,「 彼 岸 に渡 る船 団の よ うな布施 」 ない し 「彼岸

に渡 る船団の ような智慧」 と訳出 され うる.た だ し,そ の正確 な理解 のためには,

複 合語 前分 のupameya(喩 え られ る もの)と そ の後 分(upamana)と に共通 な特
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(106) paramita(波 羅 蜜)の 語 源 ・語 義 に つ い て(阿)

性(samanyo dharmah)に つ いての適確な把握が必要で ある.以 下 の資料 はその考

察の手掛 りとな ろう.

(g)「……世尊は言われた.『 それゆえアーナンダよ.そ れ(A)に よって一切智に向けら

れた諸善根が 〈paramita(彼岸 に渡る船団)〉 という命名を得るところのそれ(A)は,最

も上であることから,〈prajna-paramita22)(彼 岸 に渡る船団のような智慧)〉 という命名を

得 る.そ れゆえその場合アーナンダよ.一 切智に諸善根が向けられることから,智 慧p°

は五p°[pl.]の 先頭を行 く(水 先)案 内人であり周回往復の案内人である.こ の[智 慧p°

との]結 合によって五P° は智慧p° のもとにこそ入っている(antargata).ア ーナンダよ.

六p° のそろった(paripurna)異 名,こ れがすなわちprajna-paramitaと い われる.そ れゆ

えその場合アーナンダよ.智 慧p°が称讃された ときにはすべての六p°[p1.]が 称讃され

ている.例 えぼ,ア ーナンダよ.大 地にまかれた種子にして用意万端を得つつあるもの

が生長する.そ して大地はそれ ら種子の基盤である.そ してそれら種子は大地に支えら

れて生長する.ま さしくこのように智慧p° のもとに集められた五p° は一切智に[方 向が]

定 まる.五p° は智慧p° に支えられて生長する.そ して智慧p° に護 られていることから,

paramitaと い う命名を得る.そ れゆえその場合アーナンダよ.智 慧p° こそ五P° の先頭を

行 く(水 先)案 内人であり周回往復の案内人である.」

(AP,p.40,1.26-p.41,1.4;『 道行』p.434b)23)

prana-p° の 前分後分 に共 通 な特性 とは,資 料(g)前 半 部 か ら知 られ るよ うに,

布 施 等の諸善根 にお け る智 慧 と船団 にお ける水先案 内船(船 団長 の乗 組む母船 ・

司令 船)と に共 通な先見 的主 導性で あ る.prajna-p° は それゆ え 〈彼岸 に渡 る船団

にお ける水 先案 内船 の よ うな智慧 〉 とい う内容 の比喩で あ り,他 方dana-P° 等 は

〈彼岸 に渡 る船 団に属 して導かれ るもの のよ うな布施等 〉 とい う内容 の比 喩だ と

解 され る24).布 施 等は智慧 の主導 を離れて は一切智 に方向が定 ま らないか ら,あ

くまで も船団 に所属 す る船 に喩 え られ るのであ る.智 慧 も布施等 の諸 善根 も共 に

paramita(船 団)を 後分 とす る複 合語 を形 成 してい る事実 は,船 団 とい う集 合全

体 との関わ りが重視 されてい ることを如実 に示 してい る.

な お,prajna-p° に は,別 に もう 一つ の意 味の ある ことが,資 料(g)の 中 に知

られ る.prajna-P° が 六P° の そろつた(paripurna)25)異 名 とされ るもので,そ れ は

六 船か ら編成 され た船 団名 に他 な らな い.そ れは 〈智慧 に属 す る[Gen.]船 団 〉

あ るい は 〈智 慧 の も とにお け る[Loc.]船 団 〉 とい うTatpurusaと み な され る.

(パーリ資料中のparami,paramiな ど関連諸問題については別に論 じたい.)

1)M.Saigusa(三 枝 充 悳), Studien zum Mahdprajndpdramita (upadesa) sdstra(1969), Teil
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107paramita (波 羅蜜)の 語 源 ・語 義 につ いて(阿)

II,§2,pp.60-132.は,paramitaに 関 す る詳 細 な資 料 論 で あ る(平 川 ・梶 山 ・高 崎 編 『講

座 大 乗 仏 教1一 大 乗 仏 教 と は何 か 』 昭 和56(1981),pp.129-152は 和 文 に よ る そ の抄

録 再 説 で あ る).た だ し 『般 若 経 』 本 文 に即 したparamitaの 語 義 解 明 で は な い.最 近 よ

うや く 『般 若 経 』 の 記 述 に即 した 研 究 が 始 ま っ た.渡 辺 章 悟 「般 若 波 羅 蜜 多(prajna-

paramita)の 解 釈 」 『東 洋 学 論 叢 』 東 洋 大 学 文 学 部 紀 要 第50集,印 度 哲 学 科 篇XXII,平

成9(1997);同 「prajnaparamitaの 四 つ の 語 源 解 釈 」 印 仏研46-2,平10(1998).

2)U.Wogihara(荻 原 雲 来)ed.(Repr.1973),p.23,11.2-6.こ こ の訳 出 と して は,本 稿 註

(1)の 三 枝 論 文(和 文)pp.143-144に 引 用 の 大 地 原 豊 教 授 の 訳 が 明 解 で あ る.な お 『荻

原 雲 来 文 集 』 昭13(1938),p.312に はparamit+taに よ る解 説 を施 す.

3)白 石 眞 道 「般 若 心 経 略 梵 本 の 研 究 」 日佛 年 報 第12年,昭15(1940),p.34註(19)に

は 「… …prajna-paramita+ta(女 性,抽 象 名 詞)>prajna-paramita(taヲ 略 スル ハHaplolo-

gie二 依 ル.例.mudita「 喜 」<mudita+ta… …」(『 白 石 真 道 仏 教 学 論 文 集 』(1988)に

再 録,p.495.同 様 の 説 明 は 他 にpp.510-511[密 教 研 究70(昭14)上 説 の 初 出],540,

545,551に 見 え る);R.Hikata,Suvikrantavikrami-Pariprccha Prajnaparamita-Sutra (1958,

Repr.1983),p.XIに は,Haribhadraの 説 明 を容 認 し う る と した 上 で,し か し菩 提 ・仏 た

る こ とを 得 る と決 定 し て い る者 に とっ て ふ さ わ しい 菩 薩 行 と し て のparamitaの 意 義 を

考 慮 す る とき,param-ita-taを 採 用 し た い との 旨 を述 べ る.こ の他,宇 井 伯 壽 『佛 教 思

想 研 究 』 昭15(1940),p.378.

4)E.Burnouf,Introduction a l' histoire du Buddhism indien(1876),P.413に は,buddhiの よ う

な隠 れ た 名 辞 を修 飾 す る そ の女 性 形 が 名 詞 化 した も の とい う.

5)Madhyamakavatara [Tib.], ed.par Louis de Ia Vallee Poussin,Bibliotheca Buddhika,IX

(1907-1912),p.30:pha rol tu son pa ni pha rol tu phyin paho stes bya ste.「彼 岸 に行 き着 い た

状 態(pat-a[171]一gata)が す な わ ちparamitaと い わ れ る.」 こ の 記 述 の 直 後 に,業 格

[Acc.]を 省 略 しな い 文 法 規 定 に言 及 して い るか ら,paramをparaのAcc.と 見 て い る こ

とが 知 られ,param+ita(pp.<√i)と 解 して い る こ とだ け は少 く とも確 か で あ る.

6)E.Conze:Materials for A Dictionary of The Prajnaparamita Literature,1973.こ の他 『八

千 頌 般 若 』 等 の 同英 訳 参 照.

7)宮 本 正 尊 編 『大 乗 佛 教 の成 立 史 的 研 究 』 昭29(1954),P,272註(13).た だ しこ の水

野 博 士 の 依 っ た典 拠 は 不 明 で あ る(para-gaminか ら の誤 っ た類 推 か).そ の註 記 で 博 士

は そ れ が 「波 羅 蜜 の 本 来 の意 味 」 とな す が,博 士 著 の 『パ ー リ語 辞 典 』 二 訂 版(1970)

や 増 補 改 訂 版(2005)で もparamiを<parama+inと しな い で くparamaと な す.

8)そ の漢 訳 ・Tib.訳 を(1)の 説 に基 づ く とみ るの は,本 稿 註(1)の 三 枝 論 文 等 で あ り,

(2b)の 説 に 基 づ く と み て 説 明 す る の は 例 え ば,南 條 文 雄 『梵 文 金 剛 経 講 義 』 明 治42

(1909),p.15;『 岩 波 仏 教 辞 典 』(1989初 版).な お 中村 元 『佛 教 語 大 辞 典 』 の 「波 羅 蜜 」

の項 で 「度 」 や 「到 彼 岸 」 とい う漢 訳 は 「とも に完 了形 」 と述 べ つ つ も,「 到 彼 岸 」 の

項 で は 「彼 岸 に い た る,の 意 」 と記 して一 貫 性 が な い.本 稿 註(1)の 渡 辺 論 文 に も(1)

の説 と(2)の 説 との 区別 が な い.

9)『 道 行 』 の 訳 無 有 正 」P.427c-428aに つ い て,辛 塢静 志 「漢 訳 仏 典 の言 語 研 究 一 『道

行 般 若 経 』 と異 訳 及 び梵 本 との比 較 研 究 一(2)」 創 価 大 学 ・国 際仏 教 学 高 等 研 究 所 年

1006



(108) paramita(波 羅 蜜)の 語 源 ・語 義 に つ い て(阿)

報5(2002),pp.8-9で は,無 有 正 」 の 「正 」 は 「止 」 と同 義 で,「 限 界,き わ み,は

て」 の意 味 と推 定 さ れ る.と 言 う.し か し これ は 早 計 で あ ろ う.「 正 」はpramana(規 準

とな る正 しい尺 度)の 訳 とみ な し うる か らで あ る.

10)Cf.E.Conze:Astasahasrika prajnaparamita,Bibliotheca Indica No.284(1958),p.9;梶

原 雄 一 訳 『大 乗 仏 典2八 千 頌 般 若 経I』 昭55(1980)新 訂 版,p.36.い ず れ も 内容

理 解 が不 充 分 な ま ま に訳 さ れ て い る.

11)前 註(10)の 梶 山 訳 註p.320(37)でSkt.原 文 の訂 正 を なす が,原 文 の ま まが よ い.

12)こ の(3)の 説 に は 文 法 的 困難 もあ る.dana-paramitaのdanaがGen.と す れ ば,Gen.

と形 容 詞 最 上 級(parama<para)や それ に 由来 す る語 形 との複 合 語 は文 法 的 に成 立 しな

い(cf.辻 文 法P.230,2.a.)か らで あ る.な お(3)の 説 支 持 者 の 中 で,「 完 成 」の訳 に 「完

成 す る こ と」(実 は(1)の 説)を 含 め て二 重 の意 味 を もた せ る向 き も あ るが,形 容 詞 由

来 と見 なすparamiに 動 詞 的意 味 は な い.

13)E.Lamotte:Le Traite de la Grande Vertu de Sagesse,Tome II,p.701,1.5.

14)大 正 蔵 索 引第13巻 に依 る.た だ し索 引p.147に 「般 若波 羅 蜜 多-二 種 」 の句 を 『大

智 度 論 』 の 三 箇 所 に認 め て い るが,索 引 の誤 植 で あ り,「 般 若 波 羅 蜜 有-二 種 」 と訂 正

を要 す る.15)Lamotteは この 箇 所 以下 の 所(大 正p」90a・=仏 訳p.1058,1.13;大

正p.191a=仏 訳p.1066,11.8f)で 前 の 語 義 分 解 を忘 却 また は無 視 して(paramita)の 分 解

法 を書 き添 えて い る.な お本 稿 註(1)の 三 枝 論 文(独 文)p.74,1.26に て,か の 『大 智 度

論 』p.145aの 「蜜 」に(m)itaを 当 て るの はparam+itaか らの 先 入観 に よ る誤 りで あ る.

16)そ の 弱 形 は√ma>pp.mitaか ら類 推 可 能 で あ る.過 去分 詞 の 語 幹形 成 に際 し語 根 は

一 般 に弱 化 す るか らで あ る
.17)な お 『大 智 度論 』 で は 「波 羅 蜜 」 を船 とみ な し

た 形 跡 は な い よ うで あ る.な お 到 彼 岸 を渡 河 とみ な す 場 合(cf.本 稿[4]資 料(c))と

到 ・・大 海 彼 岸 とな す 場 合(大 正25,p.191)と が あ る.

18)従 来arambanaは 「対 象 」 と解 され た.cf.梶 山 訳本p.319(35).

19)今 か ら数 千 年 前 か ら中 世 まで 舵 は船 尾 付 近 の 両 舷側 面 か ら水 中 に垂 れ下 が る形 を と

る.例 え ば,GeorgeF.Bass(ed.):A History of Seafaring based on Underwater Archaeology, 

1972.等 の 各 図 版 参 照.な おDivyavadanaやGandavyuha等 にkarna-dhara(舵 取 人)の

用 例 が あ る.舵 をkarna(耳)と 』言 うの は垂 れ た形 状 が似 るか らで あ ろ う.

20)yanaの 『道 行 』 に お け る 音写 語 「衍 」 も水 の 流 れ 行 く意 で あ るか ら,陸 行 で は な く

水 行 が イ メ ー ジ され て い る.21)こ の句 のparamitaを 訳 者 の真 諦 や 玄 奘 が ど う理

解 した か は また 別 の 問 題 で あ ろ う.22)Skt.Vaidya刊 本 で はprajna paramita-と 分

離 して い るが,Tib.,北 京 版,mi48b8に 従 い複 合 語 とみ な す.

23).こ の 節 と類 似 の 表 現 はAP,P.87,ll.1-10.に も見 え る.24)dana-P° な い しprajna-p°

の直 訳 「彼 岸 に渡 る船 団 の よ うな布 施 」 な い し 「～ 船 団 の よ う な智 慧 」 は,そ う した比

喩 内容 か らす れ ば,「 ～ 船 団 を な す よ うな布 施 」 な い し 「～ 船 団 を な す よ うな 智 慧 」 と

意 訳 した方 が一 般 読 者 に は,よ り理 解 しや す い で あ ろ う.25)こ の 語 は資 料(e)の

paripurayateと 関 連 す る.paripurnaと は船 団 の 隊形 が整 い そ ろ っ て い る状 態 と言 え よ う.

〈キー ワー ド>paramita,波 羅 蜜,到 彼 岸,『 般 若 経 』

(九 州大 学 大 学 院 非 常勤 講 師)
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(228) Abstracts

180. The Etymological Meaning of 'paramita' 

Risho HOTORI

There have been three main etymological explanations of the important 

term 'paramita' in the Prajnaparamita literature among scholars, ancient and 

modern. 

 (1) param +i ( < •ãi) + ta [to go to the further shore] 

 (2a) param + ita (pp. < •ãi) + ta ; (2b) param + ita (pp. < •ãi) > f. 

  [gone to, arrived at, reached the further shore] 

 (3a) parami (f. < parama) + ta ; (3b) parami ( < parama + in) + ta 

  [highest state, perfection, completeness] 

 But such all meanings are not suitable for the Prajnaparamita's context. 

According to the Astasahasrika PP, 'prajna-paramita' is 'mahayana' which is 

a huge vessel leaving here for the goal. Therefore paramita indicates having 

the process to go through, and is not concerned with the goal only. The 

above meanings of 'paramita', (2) and (3), seem without any application to 

the real 'paramita' in that context.

In the Mahaprajnaparamitasastra(大 智 度 論)there is the etymology,波 羅

(para)+蜜(mi[-ta]). This is probably[para+mi(<Ⅴma,to measure;to pass

over)+ta].[para+mi]is a vessel(ship)for passing over to the further shore.

And according to Paramartha's(真 諦)translation of the Abhidharmakosab

-hasya,[-ta]of'paramita'seems a collective suffix[Panini,4・2・43], not an

abstract suffix.

 Then 'paramita' must be a fleet of vessels passing over to the further 

shore, and in the context of the six paramitas (dana- p•‹.etc.) 'paramita' is a 

metaphor for the six from 'dana' to 'prajna'. 

181. The Synonyms of Atman in Early Abhidharma Buddhism 

Shigeru SAITO 

This paper aims to clarify some particulars of early Abhidharma Bud-

dhism based on a consideration of the synonyms of atman. Vasubandhu
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